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四国八十八ヶ所霊場マップ（四十番から、四十三番）

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
朝
晩
は
肌

寒
い
日
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
紙
上

遍
路
の
今
年
の
か
わ
ら
版
。
で
は
出
発
。

★
裏
関
所

   

県
境
を
越
え
て
伊
予
（
愛
媛
県
）
入

り
。
伊
予
は
「
菩
提
の
道
場
」
で
す
。

   

三
十
九
番
か
ら
約
二
十
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
四
十
番
は
平
城
山
（
へ
い
じ
ょ

う
ざ
ん
）
観
自
在
寺
。

   

山
号
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
平
城

（
へ
い
ぜ
）
天
皇
の
勅
命
で
開
創
。

   

弘
法
大
師
が
一
本
の
霊
木
か
ら
本
尊
・

薬
師
如
来
、
脇
侍
・
阿
弥
陀
如
来
と
十

一
面
観
音
菩
薩
の
三
尊
像
を
彫
り
、
残

木
で
南
無
阿
弥
陀
仏
の
舟
形
宝
判
を
刻

ま
れ
た
。

   

こ
の
宝
判
は
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
口

（
言
葉
）
や
眼
の
不
自
由
な
遍
路
、
心

臓
病
を
患
う
遍
路
が
宝
判
を
押
す
と
快

癒
し
た
と
い
う
逸
話
が
数
多
く
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

   

阿
波
の
一
番
札
所
（
霊
山
寺
）
か
ら

最
も
遠
く
、
「
四
国
の
裏
関
所
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

★
三
間
（
み
ま
）
の
お
稲
荷
さ
ん

   

四
十
番
か
ら
四
十
一
番
は
約
四
十
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
海
へ
せ
り
出
す
急
傾

斜
の
山
を
貫
く
南
伊
予
路
を
歩
き
ま
す
。

   
稲
荷
山
龍
光
寺
は
宇
和
島
か
ら
北
東

に
二
時
間
ほ
ど
の
三
間
平
野
に
あ
り
ま

す
。

   

神
仏
習
合
の
面
影
が
色
濃
く
残
り
、

山
門
は
鳥
居
、
仁
王
像
の
代
わ
り
に
狛

犬
（
こ
ま
い
ぬ
）
、
境
内
に
は
お
狐
さ

ん
と
お
地
蔵
さ
ん
が
並
ん
で
い
ま
す
。

   

弘
法
大
師
が
、
こ
の
地
で
出
会
っ
た

老
翁
を
五
穀
大
明
神
の
化
身
と
悟
り
、
稲

荷
明
神
像
と
本
地
仏
の
十
一
面
観
音
像

を
彫
像
し
て
安
置
。
四
国
霊
場
の
総
鎮

守
と
し
て
開
創
し
ま
し
た
。

   

稲
荷
寺
と
も
呼
ば
れ
た
龍
光
寺
は
、
明

治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
で
稲
荷
社
と
な
っ

た
も
の
の
、
の
ち
に
新
た
に
本
堂
が
建

立
さ
れ
、
「
三
間
の
お
稲
荷
さ
ん
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
牛
馬
の
守
り
仏

   

四
十
一
番
か
ら
山
沿
い
の
田
圃
道
を

約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
四
十
二
番
、

一
果
山
（
い
っ
か
ざ
ん
）
仏
木
寺
（
ぶ

つ
も
く
じ
）
。

   

弘
法
大
師
が
こ
の
地
で
牛
を
引
く
老

翁
と
出
会
い
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
牛

に
跨
っ
て
進
む
と
楠
の
枝
に
か
か
る
宝

珠
を
発
見
。

   

こ
の
宝
珠
は
、
弘
法
大
師
が
唐
か
ら

帰
国
す
る
際
に
有
縁
の
地
を
求
め
て
三

鈷
と
と
も
に
東
方
の
海
に
向
か
っ
て
投

げ
た
も
の
。

   

弘
法
大
師
は
こ
こ
を
霊
地
と
感
得
し
、

楠
で
大
日
如
来
像
を
彫
像
し
、
眉
間
に

宝
珠
を
埋
め
て
本
尊
と
し
ま
し
た
。

   

寺
は
牛
馬
の
守
り
仏
の
大
日
さ
ま
と

し
て
信
仰
を
集
め
、
最
近
で
は
ペ
ッ
ト

を
含
む
動
物
一
般
の
供
養
寺
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
補
陀
落
東
門

   

四
十
二
番
か
ら
歯
長
（
は
な
が
）
峠

を
越
え
て
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
静

寂
な
山
中
に
た
た
ず
む
の
が
四
十
三
番
、

源
光
山
明
石
寺
で
す
。

   

修
験
道
と
縁
が
深
く
、
欽
明
天
皇
の

勅
命
を
受
け
て
円
手
院
正
澄
（
え
ん
し

ゅ
い
ん
せ
い
ち
ょ
う
）
と
い
う
行
者
が

開
創
。

   

の
ち
に
、
役
行
者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う

じ
ゃ
）
か
ら
五
代
目
の
寿
元
（
じ
ゅ
げ

ん
）
と
い
う
行
者
が
紀
州
熊
野
の
十
二

社
権
現
を
勧
請
し
、
修
験
道
の
中
心
道

場
と
し
ま
し
た
。

   

荒
廃
し
た
寺
を
再
興
し
た
の
が
弘
法

大
師
。
そ
の
後
、
再
び
廃
れ
た
寺
を
修

復
し
た
の
は
源
頼
朝
。
命
の
恩
人
で
あ

る
池
禅
尼
（
い
け
の
ぜ
ん
に
）
の
菩
提

を
弔
っ
て
阿
弥
陀
如
来
像
を
奉
納
。
「
現

光
山
」
を
「
源
光
山
」
に
改
名
。
源
氏

と
の
関
係
か
ら
武
士
の
帰
依
が
篤
い
寺

で
し
た
。

   

神
仏
習
合
の
影
響
が
強
く
、
明
治
維

新
ま
で
住
職
は
別
当
職
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

★
中
札
所

   

さ
て
、
次
は
四
十
四
番
。
ち
ょ
う
ど

半
分
な
の
で
中
札
所
と
呼
ば
れ
ま
す
。

   

し
か
し
、
四
十
三
番
か
ら
の
道
の
り

は
約
八
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
三
十
七

番
（
岩
本
寺
）
か
ら
三
十
八
番
（
金
剛

福
寺
）
の
約
九
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

次
ぐ
距
離
で
す
。

   

今
回
は
こ
こ
で
一
服
し
て
、
四
十

四
番
に
は
次
回
に
進
み
ま
す
。
乞
ご

期
待
。

四十一番 稲荷山龍光寺

四十二番 一果山仏木寺

四十三番 源光山明石寺
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高知県高知県
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伊方町伊方町
八幡浜市八幡浜市

愛南町愛南町
宿毛市宿毛市

宇和島市宇和島市

大洲市大洲市

四十番 平城山観自在寺


